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Ⅰ 聴力低下に関する
最近の研究動向

　聴力低下は高齢者に多い健康課題で
あり，いったん生じると他者とのコミュ
ニケーションが困難となり，社会生活
がうまくいかず，生活の質を損なうこ
とがよく知られている1）．最近の研究
では，聴力低下は障害を抱えながら生
きる年数増加（years lived with disability）
の4番目に大きな原因であったとする
報告や2），中年期の聴力低下は認知症
の修正可能な最大の危険因子であった

とする報告もあり3），世界の疾病対策
の中でも重要な位置を占めつつある．
この聴力低下の有病率は増加傾向にあ
り，世界保健機関の推計では2015年時
点で世界人口の約7％が聴力低下を有
する4）．我が国では高血圧，糖尿病，
および脂質異常症の既往のない50歳台
の男女の約10％に聴力低下が生じてい
たとの報告もあり5），聴力低下を有す
る人は決して少なくない状況である．
こうした背景から，聴力低下を予防す
る方策の確立が世界的に求められてい
る．

Ⅱ 喫煙による聴力低下に
関する機序

　喫煙は様々な慢性疾患の危険因子で
あり，我々の研究班も日本の労働者に
おいて喫煙により糖尿病6）や在職中死
亡7）のリスクが高まることを報告して
きた．喫煙は聴力にも影響を及ぼすこ
とが古くから指摘されており8），喫煙
が聴力を低下させる機序として，ニコ
チンが直接的に有毛細胞を障害する
ことで聴覚に影響することや9），一酸
化炭素ヘモグロビン濃度の上昇により

　聴力低下は生活の質を低下させるだけでなく，認知症

といった疾患にもつながりうるため，予防法の確立が求

められている．喫煙は様々な慢性疾患の危険因子であり，

聴力にも影響を及ぼすことが実験研究から示唆されてい

た．しかしながら，ヒトを対象とした観察研究では，喫

煙による聴力低下を支持する断面研究はあるものの，コ

ホート研究については方法上に限界のある研究が多く，

一致した結果も得られていない．本稿では，喫煙および

禁煙と聴力低下との関連について，日本の労働者約5万

人を対象として毎年の健診データを基に最大8年間追跡

し，検証した結果も交えながら概説する．
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